
“小心"に見られる原因賓語生成の一類型

一一“小心"の諮史一一

伊原大策

1.1 “小心"と原因襲語

漢詩における動認と質諮との関係は多様であり、単純な「シテとウケテjの

関係に納まらないことはよく知られている。中でも動作とその原因を示す原間

造語法研究の観点で注目すべき例として、しばしば話題に登る。“;J¥

心"はその典型的な例の一つであり、次のように説明される。

1，小心路滑。(滑らないように注意せよ)…→間為路滑，所以要主主o (道が滑

る〔とi却る)ので注意せよ)(1) 

“小心"と“路滑刊とによって構成される関係は“lZ9為~所以…"に霞き換

えることができる。だから“路滑" vま“小心"の原関蜜語だと認定するわけで

ある。

ところが、…方で“小心軽放"という表現が存在し、この句を「静かに置か

ないように注意せよー→静かに置く〔と鴎る〕ので注意せよjと理解すること

はあり得ない。言うまでもなくこれは「取扱注意jという意味に解される。こ

のように、“小心路滑"と "/J¥心i疑放"は見かけの構造が向ーであるにもかか

わらず、りJ¥心"とその後窓成分とが構成する論理関係について見れば、荷匂

はあたかも反対の関係を訴すかのようである。これは、“小心刊の文法機能を

考える際、矛盾に満ちた現象と言わねばならない。

しかし、もし“/J¥心"の文法性を論じようというのであれば、なぜ“小心"

が繁諾を伴うことが可能かという点が、先に問題にされなくてはならない。

“ノト心"の語構造が備正構造 (f修飾十被修飾j構造〔小さな心J)であるにせよ、

動資構造 (f動詞十目的諮J構造〔心を小さくするJJ)であるにせよ (2にこの語が

えるにふさわしくない語であることは、明らかだからである。

“小心"が賓誌を伴うのは、どのような過程を経ていつ頃に始まるのであろ

うか口またその過程と原因賓諾の発生とは、如何なる関係を持つのであろう

か。そして“小心路滑"の“小心"と、“小心較放"の“小心"は歴史的にど

のような連続牲を備えるのであろうか。
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小論は、“小心"が賛認を従えるに至る過穏を、訪法史研究の観点から追跡

することにより、 j京悶蜜語生成の一類型を明らかにすることを試みる口

2.1 明代自話のわj¥心十VpJ

“小心"は古くから白話作品で、使用される諮であり、主に「気配りを説1]かく

するJ1-注意するjの意味で用いられる。この諾はもちろん単独での使用が可

能だが、その前後に形容詞性の諮(あるいは静態性の動詞)を従えると、それ

らと並立関係を構成するかのように用いられる。例えば、

2， f合:可小心{子細，不可有誤。([清平山堂話本i1-五T!X;禅IlnJ夜、紅蓮記J) (おまえは

よくよく注意深く慎震でなくてはならず、そそうがあってはならない)

3j霊小ニ在家里小心謹慎，焼香掃地件件当心。 u雨窓集ij1-錯認屍J) (小二二は

家では注意深く構み深く、番を焚いたり掃除をしたりということもすべて慎重であっ

た)

4，又'I、自令公在還場差使内尋{也罰2罰，到底有些疑j意，十分小心勤謹，

工，不辞辛苦。 Cf古今小説I6) (葛令公がこの公務を利用して彼を処罰しようとし

ているのではないかと恐れ、最後までその疑念があるために、彼は}イ!

霊重zでで、、朝から夜まで仕事をして苦労を!訳わなかった)

このように「慎重Jr慎み深いjなどの窓を示す諮が、しばしば“小心"と

並んで用いられる。これらの語と“小心"が並立の隣係にあるとするなら、

“小心"は形容詞として機能しているということになる。

一方、動態性の詩(動諮)を後ろに従えることも珍しくない。この例も、比

較的古い白話を反挟していると考えられる作品から明代後期に成立した作品に

まで、広くその例を求めることができる。

5，17j¥可小心伏侍，不可托大。窓、集Jr錯認、屍J)(あなたはよくよく注意して

お仕えするように。散慢になってはいけません)

6，混殿直出府到使臣房翠肴那和尚謡選来臨，分付衆倣公的小心看守口

部 本門Z妖缶J12) (混殿麗は役所を1.:1:1て執務控室へ来てその和尚がまだ、酔いから醒

めていないのを見ると、役人たちに命じて注意して〔その和尚を〕見張らせた)

7，元自'!J伝令四営12]哨，各各小心巡饗，母致疏E薬取罪。

(元自11Jは命令をあちこちの部隊1こ出して、それぞれ注意し

ることのないようにさせた)

72) 

し、油断して罪を得

8，那李瓶児鱒着涙道:“路上小心保;霊o~' cr金瓶梅J55) (李瓶児は涙を浮かべ

ながら f道中は注意して体を大切になさって下さいJ)
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9 ， gml雌忠隷T:fJ務，須袈込と[d_J羽事。 o封千III演義.~ 95) 

注意して司専にあたらなくてはなりません)

明代の白話作iiちから「小心十Vp(動詞句)Jを探し出すことは極めて容易で

ある。これらの例から読みとることができるのは、いずれも して~す

るjという意を示すものとして、“小心"が動詞勾と結び付く l持徴を持つとい

う点である。この事実は、大いに訪日されてよい。現代漢詩の f小心+VpJ

は、 r~ しないように注意する j という意を示す機能を持つが、そうした f小

心十VpJは、明代白話には存在しない。現代漢詩で常用される用法は、語法

史的には相当に新しいものと考えるべきである。

2.2 明代白話の「小心十NJ

ElJj代白話には rIJ¥心十VpJの他に、「小心十N(名前)J匂担も存在する。

例えば、

10，只得分付群妖，各要企i[}0;輝，態販盗感。 71) (やむを得ず子分

の妖後どもに、それぞれ火の元に注;意し、盗賊を防ぐように言いつげた)

11，小的{門，緊関門戸，小心火燭。日間遊記j92) (ものども、戸締まりをきち

んとし、火の元にa=J窓しろ)
是平i挽緊防門戸，小心火燭。 3) (ただ朝娩には戸締まりをき

ちんとし、火の元に注意するように)

13，定進房来，教i町田γ髪先臨，須要小心火燭。 に入

るや、ご人の下女に先に絡させ、火の先に注意するように言いつけた)

小心火燭。 (f歓喜箆家 9) ((荷物を)運んだら、

戸閉まりをし、火の元に技意するように言いつけて下さい)

これらの例では、“小心"の後ろに“火燭"という名認が位置し、「火の元に

用心せよ jという意味が示されている。このように、両者の間には連帯成分と

しての文法上の支配関係の存在を認めることができるため、あたかも“小心"

とその後援成分の名詞とが動賓式を構成しているかのようである口

ところが明代自話作品からは、名詞に“火燭"以外を用いた例を見い出すこ

とが容易でなし )0 I現代の出話においては、「小心十NJのNとして、常に“火

燭"が採用される。つまり、 f/J¥心十NJは 1、心火燭"のパターンでのみ存

在する。そのため、“小心火燭"は「火の用心j という、おそらくは標語とし

て常用された特:殊な表現であったと考えられる。この推測は、明代白話の“火

燭n が、しばしば「戸締まり用心Jという表現(例文10“諜妨盗賊"、例文
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11“緊関門戸¥例文12“緊j坊門戸"、例文14“投好門戸円)と共に使用される

によっても支持される。

したがって、明代自誌の「小心十NJは、現代1英語の「小心十NJと異な

り、これを動賓式であると認定することにためらいを感じさせるものである。

名詞性蜜語を自由に従える現代漢詩の“小心"は、 f~j代にはなお発生していな

いのである。

2.3 )警代自言語のわJ¥)L'+VpJ 

明代臼認の「小心十VpJに認められた用法は、清代に入ってもなお引き続

いて用いらオもる。

15 ，伶当小心管待，不可怠慢。 CW樹立~I~縁伝J 93) (おまえは注意して世話をす

るように。おろそかにしてはいけない)

16，是{か例的新主人，須要小心得候。 (r儒林外史j6) (おまえらの新しい主人

なのだから、注意してお仕えしなくてはならない)

17，即刻就伝給関盟各処的帰郷刑公:主訪査。 (l紅楼夢.IJ52) (夜ち凶器内各所の

婆やたちに伝えて詑意して探させた)

これらの「小心十VpJは、いずれも「注意して~するjという意を示す用

法である。つまり、現代自話の“小心"をそのまま受け継ぐ「小心十VpJで

ある。清代の前半までは f小心十VpJの用法になお変化は認められない。

とごろが、清代も末に近づいた頃に成立した ['9[!.女英雄伝ij vこは、これまで

の例と異なる用法が出現する。

18，公子，祢不能賞 (r克女英雄伝，] 9) (若様、いけません、や

けどしないように注意して下さい)

この“小心"とそれに後置する成分は、どのような文法関係を構成している

のであろうか。“小心!看!袈了手"(詮意して!ほら!やけどするよ)と読むこ

とができるし、“小心+ (看+ [茨了手J)"(手がやけどすることを、注意して見

よ)と受け取ることもできそうである。あるいは“看"が単に感動詞として挿

入されただけと解釈するなら、“小心〔看〕援了手"(やけどしないように注意

せよ)と理解できることにもなる。これは翻訳技術の問題ではなく、“小心"

とそれに後輩する成分との文法関係の問題である。

この文法関係を如何に解するにせよ、こうした例がここに現われるのは、決

して偶然で、ない。というのは、これまでの出話に知られていなかった“小心"

の用法が、この作品に複数出現するからであるO
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19 ，的1老縁遠着i札金主磁務。 0'児女英雄伝~ 4.) (あなたは離れて見ていて下さ

い。ぶつからないようにさi:窓して下さい)

20， T:iJ小心他11'1]温毛了我的酒。0'9己女伝j (彼らが私の消を熱くしすぎ

ないように注意して下さい)

21 ，選一{腕草子紘:待費~1担当主持罷。公:主地下的涼気氷議。女英雄伝J 20) 

(このj事布閤は簿すぎるので、あと一枚敷きましょう。地面の冷気で体が冷えないよ

うに故意して下さい)

論不定我要叫弥当着阿f[話娘、婦背的。企主i当場出丑口

(ひょっとして二人の嫁の前で〔本の内容を)1暗唱させるかもしれないぞ。その場に

なって恥をかかないように注意しな怠い)

これらのは¥心+VpJを、従来の用例と i可じ機能を持つものとして扱うこ

とはできない。例文19を従来の}司法 き理解しようとすると、

ぶつかりなさいjという意味になってしまう。例文22も向様に、

の場になって恥をかきなさいjと理解しなければならない。ところ

して

してそ

うまで

もなく、これらはそれぞれ、 fぶつからないように注意しなさい=ぶつかる

〔と関る〕ので注意しなさいJiその場になって恥をかかないように注意しなさ

いニその場になって恥をかく 〔と濁る〕ので注意しなさいjと読むべきもので

ある。これはとりもなおさず原因賓認に他ならない。 遅くとも清末までに、

“ノJ¥心"の文法性に大き じていたことは疑いない。

2.4 湾代自話のわj、'L'十NJ

清代には、 r/J¥心十N.Jも変化を生じ始めていた。例えば、清代中期に成立

した 5岐路灯Jvこは次の伊jが見い出せる〈九

23，食総兵間報，発来“小心火燭噴如違憲言究"告条。岐路灯 102) (食隊長

は知らせを受けて f火の元に注意せよ。違反すれば重罰に処すjというお触れを出し

た)

24，天娩ア，粕¥1r1
)各人都i時去。焚家女人与我収拾床，也走罷D 小心厨房的火口

(rl岐路fTJ90) (時間が遅くなったのであなた方はそれぞれ行って寝なさい。奨家の

女の人は私に寝台の整理，をし，て行って下さい。台所の火の元には注意して下さい)

25，還i貯u付厨役道: “小心門戸。"は岐路灯j43) (さらに台所の小者に命じて

「戸締まりに注意せよJ)

26，体上楼把花門関了， ，小心東西。 w岐路灯j46) (あなたは

二階に上がって飾り窓を開けて下を見ながら、(盗まれないよう)物に注意して下さ
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ここには、明代白話に見られた“小心火燭"とその変形の用法が認められ

る。すなわち、絞り文23は伝統的な“小心火燭"そのものであり、例文24の“小

心開房的火"はその“火燭"に修飾語を加えたものである。また例文25の“/J¥

J心門戸"は、“紫!努門J三人心火燭"(例文11rIlli遊記192)、“緊i坊iヨIJ戸，小心

火燐"(例文12 3)、“栓好門戸，小心火燭円(例文14~'歓喜誕家j ヲ)な

どの対句内部のfrj‘後の要素が、動資構造の形式を伯:りて締約されたものであ

る。こうした“小心火燭η の車裂が存在する事実は、“小心"と“火燭"との

結びつきの自由度が高まってきていることを推測させる。

この作品では、問時に“小心東西"(例文部)という例も確認できる。調査

の及んだ範簡に基づけば、これは“火燭"(及びそれとセットでmいられる“!:II)

声")以外が“小心"の後賛成分として伴われる最も早い併である。すなわち、

この例は、“小心"が“火燭円以外の名詞を自由に従えるようになるべく歩み

出した第一歩を示すものと見ることができる。名認を賓諮として従える現代漢

語の“小心"の最初期の姿をここに確認することができょう。これは、 rr9o女

英雄:法jの「小心十VpJが新しい動きを示した事実(第2，:i章)と関連する現

象であると解してよい口“/J¥心"は清代i判明には、資諾に関して既に際だった

変化を生じ始めていたと言える。溝代中期から清末・民!語初期にかけては、

“担心"や“関心"など、これまで賓語(または賓語相当諮)をとることのなか

った動詞が賓語を求めて新しい動きを見せた時期に相当する(.1)。

3. 1 現代漢語のわJ¥心+VpJと明代自話の f小心十VpJ

ところで、現代漢詩における“/J¥心"とその後置成分との文法関係を確認す

ると、

27，天気冷ア，小心着涼。(大修館書)苫 f中日大辞典増訂版j) (寒くなった、

風邪をひかないように注意しなさい)

“小心"と“着涼"との間には特定の文法関係が存在し、その関係は動詞と

それに後置する成分との支配関係であるので、ここに勤賓式が成立していると

見なすことができる。つまり“着涼"を“/J¥心"の賓語と認定してよい。

一方、清代前半以前の自話を観察すると、事精は間じでない。 2.1主主であげ

た例を再び用いると、

5， {~]\可小心伏侍ー・ o (作自窓集li錯認屍J) (あなたはよくよく注意してお仕えす

るように)
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6，…分付衆1i吹公的小心看守。(二十市立]本 12) (役人たちに命じて注窓

して〔その和出を〕見張らせた)

例文5の「小心十VpJは、「注意してお仕えせよ jという意を示すものであ

る。“小心"を形容詞として扱うなら、“小心"と“イ犬侍"は、修飾語と被修飾

諮との関係を持つ。したがって明代の i小心十VpJは偏正式ということにな

る。

しかし、“小心"の動作性に注目してこれを動詞として扱うなら、“小心円と

Vpは、 i司…文内に存在する第一動詞と第二動詞との関係を持つことになる。

というのは、“小心"に後援するVpは、“小心円によって訴される行為の連帯;

成分として“小心"に関与しているのではなく、“小心"という動作の後に行

なわれるもう J つの動作が並立して表現されたものに過ぎ、ないからである。そ

のため、この場合、!現代白話の「小心十VpJは連動式であるということにな

'7 

0 0 

例文6も同様に理解すべきであり、 して見張らせたjであって、「見張

ることに注意させたJではない。そのため、これを動賓式と認めることは適切

でない。この見解は、“;J¥心"と問、磁の語構造を持つ“担心"“関心"などが清

代中期以前において、いわゆる るものを従えることはないという事実に

よっても支持される川。

また、たとえ明代自話の「小心斗VpJを動紫式であると認めても、少なく

とも現代漢詩の“小心"の用法とは大きく異なる点に注意が向けられなければ

ならない。例文27の“小心蕃涼"と例文6の“小心看守"は、“小心"とVpと

の関係が論理的に逆だからである。すなわち、後者が前者と同じ構造を持つも

のとして理解すると、前者は「風邪をひかないように注意せよjであるのに対

して、後者は「見張らないように注意せよjという意味になり、表現すべき内

容が逆になる。現代漢語にあっては、“ぇJ¥心"の賓と諾は、「マイナスの事態の発

生を恐れるので、それが実現しないように注意するJという意を示す機能を持

つQ “ぇ)¥JC/'の賓認が涼JZ9賓語であると言われるのはこのためである。

現代漢詩の「小心十VpJと明代白話の「小心十VpJは、晃かけよは共に動

を後援させているが、その文法構造はかくも大きく異なるのである D

3.2 現代漢詩の向、心+NJと明代白話の「小心+NJ

では「小心十NJの構造はどうであろうか口現代漢詩の例を先に見ると、

28，小心火車。(光生館 f現代1:[コ国語辞典.1) (汽車に注意せよ)
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“小心"と “火とのHJむこは連帯成分としての特定の文法関係が

し、“火当ま"は“小心"という行為の対象に関与するものとして機能して

いる。またその名前は“火車円以外にも自由に選ぶことができるO したがって

例文28の“火車"は賛諮であると見なしてよい。

では、明代白話においても、“IJ¥心"とそれに続く成分との!習に、同じよう

な文j玄関係が成立しているのであろうか。例文11を再び引用すると、

11 ，小 i約イr~ ， 緊部門戸，小心火甥。 m現遊記J 92) (ものども、戸締まりをきち

んとし、火の元に注意しろ)

この例における“小心火燭"は見かけ上、“小心"という勤務が“火燭"と

いう名認を賓穏として支配しているかのようである。ところがj現に述べたよう

に、「小心jに後掻される名詞として“火燭"以外を用いた例を、明代以前の

白話作品から探し出すことはできない。「小心十NJにおいて、名詞成分とし

て採用されるのは“火燭"に限られる。しかも“小心火燭"はしばしば戸市ifま

りを訴える語(“緊関門戸"など)と対句を構成しながら用いられる(例文口、

12、。そのため、この旬並!の成立を可能にしている力は、“小心"自体の文

法性でトはなく、その対句を構成している“紫関門戸"(またはその類鍬形として

の例文12“緊防門戸"、例文14“栓好門戸"など)の文法性であると見なければな

らない。すなわち、“緊関門戸"が動賓式を構成しているからこそ、それと対

を成す“小心"も動詞の後寵成分(見かけ上の賛語)を従えることに成功して

いると考えられるのである。

したがって、“小心火燭"は、“緊関門戸"との対句関係の上で成立した特殊

な慣用句裂と見なすべきである。明代の白話において H/J¥心"が種々の名詞を

後ろに従えるという事実が普通約であったと晃ることは正しくない。

“小心"は名詞性の賓語を自由に従えることはできなかったのである。これで

は、“火燭"が現代漢詩で言うところの餐語なるものと問ーの文法機能を担っ

ているとは認めがたい口，-小心ートNJも「小心+VpJと同様に、明代自話のそ

れと現代漢詩のそれとは大きく異なるのであるO

ι1 原毘蜜語の生成過程

“小心"に後寵される名詞成分(賓語相当語)について見た場合、明代のそ

れが“火燭"のみであり、清代中期のそれが“厨房的火"“Fう戸"“東西"であ

る事実は興味深い口ここには、賓諾相当語の関に存在する類推関係を認めるこ

とができるからである口
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おいて、とりわけ助資構造動詞が類似のi意味“構造を持つ場合は瓦い

に類推をIlfび、影響し合う結果、新潟法を生み出す事実が確認できる。例えば

"洗浴"の!現代中期における 及び“有↑亡"の民間期以降におけ

る ~I~動資構造化(下)などがその例の…つである。であるからには、川\心円がそ

の後j寛成分の名前の範閣を拡大させながら、ついに自由に資認を従えるに三さっ

た過程にも、類推が強く機能していると考えることは十分に合理的であろう。

そこで、明代の“小心火燭"が f戸締まり用心、火の用心jという標語の中

で使用された事実と、清代において“小心"が“厨房的火"“門戸"“東西'."を

後世成分として伴ったという 及び現代漢語の";j¥心"が名詞を自由

語として採用できるという事実とを考え合わせると、“小心刊が如何なる過程

を経て蜜語を従えるに~ったかを、推測することが可能となる。これらの要素

は時間報i上で一条の[車線によって結びつけられ、そこに変遷過程が自ずと浮か

び!こがる。すなわち、

[明代]

“勺"lj小iト¥叫J心L、火?濁弱

これはj慣翼釦)用苦引4匂り (標語 f火の照心jρ} ~にこ Jふコさわしい縮約によつて成立

した形態だが、“緊関門戸，小心火燭"の対句の…方の成分として

常用されるため、“緊開門戸"が内包する動賓構造の影響を受け、

“火燭"は見かけ上の賛諸に変質する可能性を秘める。

[清代[4::]期]

“小心厨房i杓火刊「
" i…“小心"の後置成分として“火門や“門戸"が選ばれるD

";J¥心門戸"一一J

“緊i語門戸'との交錯とそれに基づく類推により、“小心火嫡"に

動資構造が適用され、“小心厨麗的火"や“;J¥心門戸"が成立するo

しかし、“緊関門戸，小心火燭"という慣用匂江戸締まり用心、火

のj奇心J)の連想の範閣内にとどまるため、賓語相当諮が選択され

る際、自由度が低く、当初はNとして“火"や“門戸"が選ばれ

る。

“小心"が名部性賓語を伴う萌芽的形態の誕生
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“小心東西町一・“火"“FIJ戸"以外の名詞が動詞の後置成分として龍用される。

“;J¥心j爵房的火"や“小心門戸"を経由して“/J¥心"の後援成分

に自由度が高まり、“小心東西"が生成される。

清代中期以降は自動認が他動詞化を求め始める時代であったこと

も、この用法の発生を促した。

名詞を護詑とする原因賓諮の誕生

[清代後期または清代末期]

“小心+Vp"…“小心十N"の変質に引きずられ、“小心"がVpを賓諾と

して従えるようになるD

動詩句を賓認とする原因賓語の誕生

5.1 終わりに

“小心"が賓語を伴うことができるようになったため、「小心十VpJは清代

末期頃以降に、伝統的な用法(連動式または繍正式: r注意して~する1)と新し

く発生した用法(動賓式:J '"しないように注意するJ) との相反する二つの用

法が混在することとなった。これは言語の伝達機能という点から見ればマイナ

スだが、言語が継承されるよでの連続性という点では脊効に機能したと考えら

れる。というのは、本来は信用法の第二動詞(備正式として扱うなら、被移出li

諾)であったVpを文賓語に晃立てるという操作が可能となり、外見的な匂型

上の変更を一切行なわずに、新用法の実現に成功するからであるのこうして

“小心"は、 j日用法と新用法との見かけの整合性を確保しつつ、新用法をスム

ーズトこ次の世代へと伝えた。

しかし、同じ句型が反対の意味を表現する場合があるのでは、いかにも

が惑い。そこでまもなく、“党新小心地揺着柴"(包金 j家J19) (覚新は注意深

く擢を漕いで…)や“他小心地~着那重旬勾下量的稲穂" (茅)雷{秋校J3) (彼

はその重く稔ってず、っしりと琵・れ下がった稲穂を注意深く撫でると…)の如く、

“小心"が修飾語として使用される際には接辞の“地"を付加する工夫も行な

われるようになったO この結果、“小心"は伝統的用法と新興用法とを形態的

に区別することが可能となった。

しかし、現在でも文言性を残す表現においては、“地"を伴うことなく修飾

構造を構成することも少なくない。例えば“小心軽放"がその例である。向じ

く現代漢語という環境にありながら、“小心着涼"が「風邪をひかないように
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よjであるにもかかわらず、“小心経放"が[静かに置かないように注

よjを意味しないのは、文脈による圧力によって決められるのではなく、

“小心H が賓認を伴うことが可能になった瞬間に決定されていたことなのであ

る。この問者の差異は、!日用法と新用法との!?訪の語法機能の違いに他ならな

し)0

以上に見たように、“小心"が資諮を従える原型は、!現代でしばしば用いら

れた慣用句“小心火燭" (火の用心)に求めることができるο この句は、「悪い

事態を発生せしむ可能性のある火の元が、危険な状態にならないように在意す

るJという意味で使用された。そのため、叫小心"が、察語を従える他動詞と

しての用法を獲得した後も、惑い事態を発生せしむ原図となる詩を賓語として

採用することが求められる。“小心"が原因賛語を伴う機能は、こうした

のもとで成立したと考えられる。

i:=E 

1 )この例文は孟纏海1987、p.21に基づく。

2 )“小心付は斑史の-l5い諮であり、 Jニ古漢詩に既に存在する。李佐豊1983が指摘する

ように、現代?英語では使動性の乏しい自動認でさえも、上古漢語においては賓諮を従

え、使動性・地動性を発揮する併が少なくない。“;J¥"も例外ではなく、“匠人研而小

之η(大工がそれ(大木)を切って小さくする)(!'孟子;1 i!梁恵手下J)の如く、他動

詞としてj持いられることがある。したがって勺0¥/心"の語構造について、それが動賓

構造である可能性を排除できない。しかしこの語が錦正構造であれ、

れ、小論の論留には影響を与えないので、この問題には拘らない。

3 )岐路灯iのテキストは相当に援雑であり、主要なテキストのすべてを容易に見る

ことができるわけではない。しかし小論が利用した部分誌、上海図書館蔵清紗本と擦

翠1980校本が一致しており、本文のイ針針生は高い。なお、担数は清紗本に基いた。

4 )“担心"が授諮を従えるようになった過程については、拙論1999a及び拙論1999bでF

触れられている。“関心"他については別稿が準備されている。

5) I司よ拙論参照。

6) tlfJ論1998a

7 )拙論1998b
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